
が
あ
り
、
俗
に
天
山
の
尚
巴
志
墓
と
唱
え
て
い
る
が
遺
骨
は
な
く
壙
穴

を
残
す
の
み
で
あ
る
」
と
し
、
懐

機
が
尚
巴
志
死
去

の
際
に
国
都
城
外

の
丘
陵

に
葬

っ
て
、
こ
れ
を
東
嶽

に
か
た
ど
り
天
斉
山
と
命
名
し
た
も

の
で
、
天
齎
は
誤
写
で
あ
ろ
う
、

と
す
る
(『東
恩
納
寛
惇
全
集

第
七

巻
』
第

一
書
房
、
昭
和
五
五
年
)
。

(
4

)

老

祖

天
師
　

初

代

天

師

張

道

陵

。

〔
四

三

-
一
三

〕

注

(
1
)

参

照

。

(5
)
度
生
　
衆
生
を
救
済
す
る
こ
と
。
こ
こ
で
は
尚
巴
志
が
天
に
上
る
こ
と
。

(
6

)

科

に
依

り

て

…
加

授
　

科

儀

(
〔
四

三

‐
一
八

〕
注

(
3

)
参

照

)
に

よ

っ

て

(壇

上

に
)

の

ぼ

せ

、

禄

(
法

録

)

を

授

け

る

こ

と

か
。

1-43-21

王
相
懐

機
よ
り
天
師
府
あ

て
、
奉
献

品

の
別
幅

(
一
四
三
九
、
□
、
□
)

別
幅

し

ヌ
ユ

琉
球
国
王
相
府
王
相
懐

(機
)
、
今
開
す

国
王
府

奉
る

王
相

右
、
謹
ん

で
天
師
府

に
拝
献

し
、
表
奉

し

て
少
し
く
香
花

の
儀

を
伸

ぶ
。

伏
し

て
惟
う
、
尊
慈

、
特

に
容
納
を
賜

わ

ん
こ
と
を
。
謹
ん

で
状
す
。

正
統
四
年

(
一
四
三
九
)
 

月
 

日

注

*
本
文
書
は

〔
四
三
-
二
〇
〕
の
別
幅
で
あ
る
。
供
物
そ
の
他
省
略
が
あ
る
が
、

〔四
三
‐
一
九
〕
の
よ
う
な
体
裁
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

(
1
)

府
　

あ

る

い
は

衍

字

か

。

1-43-22

王
相
懐
機
よ
り
三
仏
斉
国
宝
林
邦
の
本
頭
娘
あ
て
、
疎
遠
を
詫
び
て
速

や
か
な
交
易
を
請
う
書
簡

(
一
四
四
〇
、
九
、
□
)

琉
球
国
王
相
府
王
相
懐

(機
)、
端
粛
し
て
書
を
三
仏
斉
国
宝
林
邦
の
本
頭

娘
の
粧
前
に
奉
る
。

知
り
得
た
る
に
、
先
に
宣
徳
六
年

(
一
四
三

一
)
の
間
に
■
て
、
甚
だ
好

信
に
謝
し
、
書
に
憑
り
て
収
め
て
訖
る
。
向
後
、
却

っ
て
能
く
海
道
を
諳
ん

ず
る
火
長
を
少
き
て
以
て
疎
曠
を
致
す
こ
と
多
年
な
り
。
今
、
正
使
伍
実
佳

勃
也
を
し
て
遠
書
を
齎
捧
し
代
面
し
て
奉
謝
せ
し
め
、
備
に
意
を
送
る
。
幸
希

わ
く
は
収
納
せ
よ
。
是
に
心
に
四
海

一
家
を
盟

い
、
永
く
音
好
を
通
ぜ
ん
。

更
に
煩
わ
く
は
共
に
遠
来
の
船
を
憐
恤
す
る
を
成
し
、
早
や
か
に
買
売
し
て

回
国
せ
し
め
ん
こ
と
を
。
今
、
礼
物
を
将
て
数
を
後
に
開
坐
す
。
草
字
不
専
。

幸
希
わ
く
は
心
照
せ
ん
こ
と
を
。

今
開
す

正
統
五
年

(
一
四
四
〇
)
九
月
　

日



注

*
本
文
書
は

〔四
三
-
二
三
〕
と
同
時
に
出

さ
れ
た
。
本
文
書
に
、
宣
徳
六
年

に

パ
レ
ン
バ
ン
の
返
書
を
受
け
て
か
ら
の
無
沙
汰
を
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

正
統
三
年
の

〔四
三
‐
一
五
〕
〔四
三
‐
一
六
〕
は
届
か
な
か

っ
た
可
能
性
が
あ

る
。

(
1

)
書
　

〔
四

三

-
一
〇

〕
。

な

お

同

時

に

〔
四

三
-
一

一
〕
も

も

た

ら

さ

れ

た
。

1-43-23

王
相
懐
機
よ
り
三
仏
斉
旧
港
宝
林
邦
の
施
氏
大
娘
あ
て
、
疎
遠
を
詫
び

て
速
や
か
な
交
易
を
請
う
書
簡

(
一
四
四
〇
、

一
〇
、
四
)

琉
球
国
王
相
府
王
相
懐
機
、
端
粛
し
て
貴
国
三
仏
斉
旧
港
宝
林
邦
の
施
氏

大
娘
の
粧
前
に
奉
復
す
。

宣
徳
六
年

(
一
四
三

一
)

に
■

て
よ
り
、
甚

だ
喜
び

て
珍
宝

の
奇
并
び

に

書

一
封
を
収
め
見

る
。
付
す

る
所

の
本

国

よ
り
来

れ
る
便
船
、
国

に
回
り
到

れ
ば
、
逐

一
、
書

に
憑
り
収
め

て
訖
る
。
向

後
、
累

ね
て
回
謝

し
て
?
々

貴

国

に
達

せ
ん
と
欲
す

る
も
、
却

っ
て
航
海

の
火
長
を
少

き
て
以

て
疎
曠
を
致

す
こ
と
多
年
な
り
。
其
れ
感
激

の
心
、
忘

れ
ざ
る
こ
と
朝
夕

な
り
。

此
の
為
に
今
、
礼
物
を
備
え
、
馳
送
し
て
以
て
遠
意
を
表
す
。
惟
だ
心
に

四
海

一
家
を
盟
う
の
み
。
酬
謝
を
万
容
し
、
仍
お
笑
留
せ
ん
こ
と
を
希
う
。

更
に
望
む
ら
く
は
共
に
遠
方
を
憐
懐
す
る
を
成
し
、
早
や
か
に
今
次
の
人
船

を
し
て
買
売
に
従
い
回
国
せ
し
め
ん
こ
と
を
。
今
、
礼
物
を
後
に
開
す
。
草

字
不
専
。
万
望

む
ら
く
は
心
照

せ
ん

こ
と
を
。

今
開
す

白
段
二
匹
　

漆
盤
中
様
二
百
個

漆
盞
二
百
個

正
統
五
年

(
一
四
四
〇
)
十
月
初
四
日

琉
球
国
王
相
府
王
相
懐
機
　
端
粛
し
て
奉
復
す

注

*
本
文
書
は

〔四
三
-
二
二
〕
と
同
時
に
出
さ
れ
た
。
同
文
書
総
注
を
参
照
。

(
1

)

書
　

〔
四

三

-
一

一
〕
。

な

お
同

時

に

〔
四

三
-

一
○

〕
も

も

た

ら

さ

れ

た
。

(2
)
本
国
よ
り
来
れ
る
便
船
　

〔四
三
-〇
八
〕
〔四
三
-
〇
九
〕
を
旧
港

へ
持

参
し
た
琉
球
船
。

(3
)
漆
盞
　

原
文
に
は
漆
桟
と
あ
る
。


